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　所得申告の時期が近くなりました。今から準備を！
☆農家、商店の経営者、法人、年金受給者の方々の記帳及
び決算書作成代行を承ります。
☆農地など土地名義変更、相続、遺言、登記手続、借金返
済の悩み‥などなどご相談ください。

〈行政書士〉　須藤　勝（元　町役場職員）
〈住　　所〉　鏡石町不時沼２９４
〈Ｔ Ｅ Ｌ〉　６２－３３８１

須藤勝行政事務所

Ｑ：農業を継ごうと思ったきっかけは？
　昔から両親を見ていて、なんとなく継ごうとは思ってい
ましたが、学生の時にスーパーの米と自宅の米を食べ比べ
たときに、こんなにうまい米を親父たちは作っていたのか
と感激したのがきっかけといえばきっかけです。
Ｑ：仕事で大変なことは？
　現在就農３年目ですが、機械の扱いに苦労する部分があ
り、注意を受ける事もあります。なので、迷惑をかけてい
る分、収穫期のもみすり時期には、3時には作業を始められ
るように頑張って起きています。
Ｑ：水を大切にする農法をしていると聞きましたが？
　水の入れ替えを一度しかやらずに代かきをやっています。
そうすると、田んぼに引き込む水の節約にもなりますし、
周りの環境にもいいんです。それに作業効率も上がるんで
すよ。
Ｑ：仕事の合間には何をしていますか？
　最近ゴルフを独学で始めました。家のすぐ近くの練習場
で打ちっぱなしに何度か行っています。ボールがうまく飛
ぶと気持ちいいですね。
Ｑ：これから先どんな農家を目指していますか？
　まだ、漠然としかイメージできていませんが、将来はコ
メ栽培だけでなく、米粉の活用や自家栽培の野菜なども使
って加工業もやってみたいと思っています。

　このコーナーにご協力いただける方を募集します。職場
のホープをご紹介ください。
問合せ先：町総務課（☎62－2111）

　今月は、家族で環
境に配慮したコメ栽
培を行う和田守央さ
んにお話を伺いまし
た。

お名前
和 田 守 央さん（26)

お勤め先
自宅コメ農家
業種　農業

鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星

　肺炎は日本人の死亡率の第４位です。75歳を超
えてから肺炎による死亡率は男女ともに急激に増加
します。肺炎の約半数が肺炎球菌によるものといわ
れています。肺炎球菌による肺炎を予防するには、
予防接種が有効です。（約80％は予防できると考え
られています。）
　肺炎球菌ワクチンは、通常５年程度有効と考えら
れています。
　なお、再接種については、接種部位が腫れるなど
の副反応が強く出ることから、前回接種から十分な
間隔をあける必要があります。（特に、５年以内に
再接種すると、副反応が起きやすいことが報告され
ています）
▪対象者　福島県内に住所を有する方で、70歳以
上の方。
（震災時に福島県に住所を有していた方を含む平成
24年3月31日までに70歳以上になる方。ただし一
部市町村にお住まいの方は除きます）
▪費用　無料（日本赤十字社の支援活動）
▪期間　平成24年３月31日まで（平成23年度のみ
の助成です）ただし、接種予定数（約19万人分）に達
し次第終了いたします。
　接種できる医療機関は下記にお問い合わせくださ
い。
▪問合せ先　健康福祉課　☎62－2115

肺炎球菌ワクチンで
高齢者の肺炎予防
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たばこ税は貴重な町の財源ですたばこの購入は鏡石町で我が家のアイドル（就園前まで）の写真を広報に載せてみませんか。　問い合せ先：町総務課我が家のアイドル写真募集

～ 70歳以上の方は 
無料でワクチン接種を受けられます～
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作曲家　
大中恩さんから
鏡石の子どもたちへ

歌の贈り物
♪♪

├

┐ ├

▲実家が1小のすぐそばという北原さん
のご厚意で今回の企画が進められました

▲大中恩さん（右）、詩人の山岸千代栄さ
ん（左）のお二人が10数回の推敲を重ね、
町の子どもたちのために作られました
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◎すべての座席のシートベルトとチャイ
ルドシートの正しい　着用の徹底 ◎夕暮れ時と夜間の交通事故防止

◎飲酒運転の根絶

運
動
期
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平
成
23
年
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月
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日
～
平
成
24
年
１
月
７
日

運動の重点


